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【目的】 

我々は田七、杜仲を含む漢方養生食品の認知症に対する効果を検討してきた。本学会でも肝機

能改善に効果のある漢方養生食品が神経突起伸長作用や、シナプス蛋白の発現に対し効果があ

ることを報告した。今回の検討では、認知症の原因と関連するアミロイドβの凝集に注目し、田

七、杜仲を含む漢方養生食品の認知症予防や治療につながる可能性を検討した。 

【方法】 

MTTアッセイを用いて田七及び杜仲を含む漢方養生食品の養脳力(英：Brainwell)抽出物の細胞生

存率に対する作用を評価した。アミロイドβ（Aβ）凝集塊生成に対する評価はAβ1-42 ペプチド

を用い、凝集度の評価にはチオフラビンを加え蛍光強度を測定した。アミロイドβ凝集塊による

細胞毒性の評価にはPC12細胞を用い細胞の生存率を評価した。抗炎症作用の確認にはリポポリ

サッカライド(LPS)、またはエタノール惹起のモデルにより炎症性物質のサイトカインIL-6及び

TNFαの遺伝子発現量を比較した。薬剤の抗酸化作用の確認にはPC12細胞を使用しtBHP惹起に

より、ビタミンCを陽性対照として使用した。 



【結果】 

　養脳力抽出物は細胞毒性のない濃度（5mg/mL）でAβ (10uM) の凝集塊生成をコントロールに

比べ40%阻害した。更に凝集塊生成を促進する4-HNE存在下ではコントロールに比べ24%凝集を

阻害した。Aβ (10uM)の凝集塊生成後に対する養脳力（5 mg/mL）の凝集塊解離効果はコント

ロールから70%（30%改善）の凝集率に下がった。生成したAβの凝集塊を乖離させる陽性対照

として使用したCurcuminに比べ50％(30/60)の改善率であった。LPSによる炎症惹起、LPSとEtOH

による惹起に対する養脳力 (2mg/mL)のIL-6、TNFαの遺伝子発現に対する有意な阻害効果、およ

び養脳力の抗酸化作用のモデルでは有意な改善は見られなかった。 

【結論】 

田七及び杜仲を含む漢方養生食品の養脳力はAβの凝集塊生成を阻害、または生成した凝集塊を

乖離させる効果を有することから、認知症もしくはその心理症状、又は神経変性疾患の予防も

しくは治療に優れた効果を有することが期待される。


